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「張り子の虎」の賞味期限  

来週原稿完成予定の私の小冊子 Vol. 154第三章の「習近平のアキレス腱」と第四章の「隠せなくなった張り

子の虎中国」を熟読して欲しい。  

  

戦後米ソ冷戦時、張り子の虎のソ連の脅威を針小棒大に煽ることで毎年膨大な軍事予算の議会承認を得て

きた結果アメリカは世界最大の軍事大国になった。  

自国の軍拡には敵の脅威が不可欠なのである。  

アメリカの軍拡が頂点に達した時、もはやソ連の脅威は不要になるとソ連の張り子の虎が明らかになってソ連

は崩壊した。  

現在は米中冷戦の最中である。  

アメリカは日本をはじめ同盟国に軍拡を求めながらクアッド（日米印豪）やオーカス（米英豪）等で対中軍事包

囲を強化している。  

日本は自主防衛の核心的存在となる安保三文書改訂で自衛隊の敵基地先制攻撃能力保持が確実になる

まで「二足に草鞋」で中国と友好関係を保ってきた。  

しかし今日高市政権は防衛費増額（GDP比 1%から 2%）と自衛隊の先制攻撃能力保持の為に必要な攻撃

型兵器等整備費としての 43兆円プラスの予算処置を本年に前倒しすることを決めた。  

敵基地とは自衛隊の仮想敵国中国であるから、ここに至って中国との友好関係は不要どころか三文書改訂

推進の邪魔になる。  

三文書改訂を早期実施する為には対中敵対関係強化と中国の対日軍事脅威のエスカレートが必要である。   

結果を見れば分かる通り、中国を激怒させた高市発言は、「なすべきことを」、「なすべき時に」したことになる。   

人民解放軍が尖閣諸島に上陸してくれれば高市とトランプが泣いて喜ぶのだが、、、「平和憲法を守れ」、「子

供を戦場に送るな」、、等々が消えてなくなる！  

中国の張り子の賞味期限はまだ切れていない。 

 
※増田俊男の小冊子 Vol.154 先行受付中！お申込みは、https://www.musrjec.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

時事評論家 増田俊男 
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大好評配信中！増田俊男の「インターネット目からウロコの増田塾」 
いつでも繰り返し何度でも視聴可能！ 
皆様からのご要望にお答えし、「株式指南」を継続的に配信するコンテンツをスタートします。 
是非、この機会にお申し込みください。 
【配信予定内容】〇損をさせない「早朝株式指南」〇本日の世界政治・経済情勢の裏（真実） 
★いつでも繰り返し何度でも視聴可能。ご視聴方法：PC・スマートフォン・タブレット ※Youtube
の視聴環境が必要となります。詳しいご案内、お申込みについてはマスダ U.S.リサーチジャパン株
式会社（FAX：03-3956-1313、HP：http://chokugen.com/ ）まで。 


